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きます。

誕生日が「ある」と言われたカードの左上の数字

を足すと生まれた日付になります。これは，10

進法で表された 1，2，4，8，16 は 2 進法では，1，

10，100，1000，10000 を表していて，2 進法

で表される位の数が 1 と 0 しかないことを利用

しています。

　小学生や一般の方には，５つの「魔法の数」が

あって，それを最大５つ使って足し合わせると，

１から 31 までの自然数を表すことができると

ゲームの原理を説明しています。２進法を知らな

くても，この原理を理解すれば，小学生でもカー

ドを作れます。　

　次の写真２枚は，「２進法ソーター」と呼んでい

る教具です。同僚が東京理科大学数学体験館の教

員向けワークショップで作成しました。A，B，C，

D4 枚のカードで自分の誕生日が「ある」カード

と対応する穴に棒を入れて引き上げると，１から

15 まで書かれた板のうち該当する２進法の位の

ある板だけが上がってきます。その板たちを前へ

移動させます。これを繰り返すことによって，誕

生日の書かれた板が前に出てくるようになってい

ます。

全ての小さな立方体の和は，

　　 （個）

となります。この模型を平面上に並べると，正

方 形 が で き ま

す。  の 場

合は，１から５

までの自然数の

和 15 の２乗だ

ということがわ

かり，小立方体

の個数を求める

ことができます。

　　 （個）

　公式の成立を，

目で見て納得で

きます。

（７）『誕生日当てゲーム』

　２進法を利用した誕生日当てゲームを展示して

います。数字の書かれた５枚のカードが示されて

いて，そこには１から 31 までの中で 16 個ずつ

数字が書かれています。（写真右上）そして，相手

に自分の生まれた日付のあるカードを教えてもら

うだけで，誕生日を当てることができます。

　種明かしをしましょう。それぞれのカードの左

上に，No.1から順に1，2，4，8，16と書いてあり，



19

（８）球の体積説明教具

　３D プリンタで作った，球の体積の公式を積分

的に説明する教具です。球を小さな角すいの集ま

りと見て体積を考えていきます。

大きな１つの角すいの底面積は円の表面積  ，

高さは半径 r となり，

という公式を作ることができました。

　このように，よい教具があると，中学生にとっ

て発展的な学習（今回は積分）について概念を伝

えることができる場面があります。球の体積の教

具も常時展示して，興味を持ったときに見られる

ようにしています。

（９）算額（絵馬）の展示

　中学３年生３学期に「ピタゴラスの定理」の単

元で和算を題材としてとりあげ，応用問題とし

て学んでいます。和算の概要を学び，大国魂神社

（東京・府中市 1885 年），武信稲荷神社（京都市

1853 年）の算額に書かれた問題や，遠藤寛子「算

法少女」（岩崎書店 1973 年 原作 1775 年）の問

題などをとりあげてきました。2012 年度より，

三井寺（滋賀県大津市）と連携して，全校生徒が問

題・解答を作り，完成した算額（実際は絵馬の形）

を「同志社中学校算額展」として掲示させていただ

いています。

　写真は数学エリアの壁面に「算額コーナー」を設

けて，卒業生の優秀作品を展示しているところで

す。

　中学生への授業ではこの教具をスイカのように

着色したものを使っています。（写真下）

　球を，中心から細かく割った角すいの集まりと

考えると，これらはさらに大きな１つの角すいと

見なせます。（２枚の図A，Bは本校テキストより）

A B


